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○苅田港の取扱貨物量は、1970年代から1990年代にかけて大きく増加し、世界的な経済不況等の影響を受けながらも、
増加傾向を維持し、2017年に過去最高の約3700万トンを記録した。

○苅田港の太宗貨物は、石炭(輸入)、完成自動車(輸出)、自動車部品(移入)、セメント(移出)であり、苅田港の臨海部に
立地する電力、セメント、自動車関連企業等が取扱っている。

苅田港の総貨物量の推移

アジア通貨危機

日産自動車九州工場操業

麻生セメント苅田工場・
宇部興産苅田セメント工場操業

日立金属九州工場操業

重要港湾
指定

プラザ合意

新型コロナウイルス感染症

苅田港の取扱貨物（2022年）

総取扱量 約3,239万トン

10百万ﾄﾝ代
に到達

20百万ﾄﾝ代
に到達

30百万ﾄﾝ代
に到達

約35百万ﾄﾝ

約37百万ﾄﾝ
【過去最高】

苅田バイオマスエナジー・バイオパワー苅田操業

日産車体操業

九州電力苅田発電所
発電開始

■ 苅田港の取扱貨物等の概要
・ 取扱貨物

その他:39万t:25%

鉄鋼:18万t:11%

木材チップ:45万t:29%

石炭:55万t:35%

輸入貨物
157万t

完成自動車:241万t:53%

窯業品:110万t:24%

セメント:78万t:17%

その他:29万t:6%

輸出貨物
458万t

外貿 計
615万t

セメント:678万t:44%

自動車部品:321万t:21%

完成自動車:122万t:8%

砂利・砂:162万t:11%

その他：254万t, 16%その他:177万t:16%

完成自動車:82万t:8%

廃棄物:130万t:12%

非金属鉱物:219万t:20%

自動車部品:480万t:44%

移入貨物
1,088万t

移出貨物
1,537万t内貿 計

2,624万t

（出典）1950年～2021年は港湾統計年報、
2022年は福岡県苅田港要覧より作成

リーマンショック



○苅田港の外国貿易（2022年）は、39ヵ国に渡って行われるなど、北米、中南米、アジア、中東、ヨーロッパ（ロシ
ア）、オセアニア、アフリカの世界の広い地域に及んでいる。

（出典）福岡県苅田港要覧（令和4年版）より作成

アメリカ

（輸出）完成自動車 131万ｔ
セメント 3万t

非金属鉱物 13万ｔ
（輸入）その他の石油製品 13万ｔ

中国
（輸出)窯業品 10万t

完成自動車 0.6万ｔ
金属くず 0.5万t

（輸入）鉄鋼 2万ｔ
非金属鉱物 0.2万ｔ
再利用資材 1万ｔ

カナダ
（輸出）完成自動車 15万ｔ

（輸入）木材チップ 15万t

シンガポール
（輸出）完成自動車 14万ｔ

セメント 12万ｔ
（輸入）再利用資材 1万t

タイ
（輸出）完成自動車 0.6万ｔ

（輸入）非金属鉱物 3万ｔ

ロシア

（輸入）石炭 17万ｔ
木材チップ 5万t
鉄鋼 0.6万ｔ

オーストラリア

（輸出）窯業品 73万ｔ
完成自動車 11万ｔ
セメント 8万t

（輸入）石炭 38万ｔ

パナマ
（輸入）コークス 4万ｔ

ニュージーランド
（輸出）完成自動車 0.7万ｔ

セメント 55万ｔ

フィリピン
（輸出）完成自動車 0.3万t

非金属鉱物 1万ｔ
金属くず 0.4万t

メキシコ
（輸出）完成自動車 9万ｔ

チリ
（輸出）完成自動車 3万ｔ

バングラデシュ
（輸出）金属くず 1万ｔ

：貿易相手国

ジャマイカ
（輸出）完成自動車 1万ｔ

プエルトリコ
（輸出）完成自動車 2万ｔ

ベトナム

（輸入）木材チップ 21万t
鉄鋼 0.2万ｔ
砂利・砂 0.5万ｔ

台湾
（輸出） 非金属鉱物 2万ｔ

香港
（輸出）窯業品 18万t

廃棄物 4万ｔ
（輸入）再利用資材 1万t

インドネシア
（輸入）木材チップ 3万t

再利用資材 12万ｔ

韓国
（輸出）窯業品 6万t 

ゴム製品 3万ｔ

完成自動車 9万ｔ

非金属鉱物 2万ｔ

金属くず 2万t
（輸入）木材チップ 2万t

鉄鋼 15万ｔ
鉄鋼石 0.5万ｔ
産業機械 0.1万ｔ

ベルギー
（輸出）完成自動車 1万ｔ

エクアドル
（輸出）完成自動車 3万ｔ

グアム
（輸出）完成自動車 0.8万ｔ

マレーシア
（輸出）完成自動車 2万ｔ

窯業品 3万t
（輸入）再利用資材 3万t

アラブ首長国連邦
（輸出）完成自動車 5万ｔ

ドイツ
（輸出）完成自動車 0.7万ｔ

オマーン
（輸出）完成自動車 8万t

苅田港

■ 苅田港の取扱貨物等の概要
・ 外国貿易相手国

苅田港の外国貿易相手国 ２０２２年（令和４年）

パキスタン
（輸出）完成自動車 2万ｔ

カタール
（輸出）完成自動車 2万t

クウェート
（輸出）完成自動車 0.6万ｔ

ヨルダン
（輸出）完成自動車 1万ｔ

南アフリカ
（輸出）完成自動車 3万ｔ

イギリス
（輸出）完成自動車 6万ｔ

オランダ
（輸出）完成自動車 2万ｔ

アイルランド
（輸入）再利用資材 １万t

サウジアラビア
（輸出）完成自動車 6万ｔ

フィジー
（輸出）完成自動車 0.4万ｔ

タンザニア
（輸出）完成自動車 0.4万ｔ

スペイン
（輸出）完成自動車 0.4万ｔ



名古屋港

追浜港

神戸港

宇野港

東京港

商船三井フェリー坂出港

玉島港

豊橋港

川崎港

横浜港

○苅田港南港地区では、3社の定期航路が就航しており、商船三井ﾌｪﾘｰは、一般貨物、中古車、自動車部品等を輸送し、
日藤海運・プリンス海運は、日産自動車の完成自動車、自動車部品等を輸送。

なお、一般貨物や自動車部品等は、主にシャーシに搭載され輸送。

苅田港の定期航路（2023年8月1日現在）

運航者 寄港地 苅田港寄港船舶 便数

商船三井フェリー(株) 苅田～（宇野）～（坂出）～東京 むさし丸・ぶぜん・すおう 5便/週

日藤海運(株)

苅田～玉島～追浜～神戸～苅田～追浜～神戸
苅田～追浜～神戸～苅田～横浜本牧～追浜
苅田～神戸～豊橋～追浜～川崎～名古屋～豊橋～坂出～玉島～広島
苅田～玉島～豊橋～追浜～川崎～名古屋～豊橋～坂出～玉島～広島

日王丸・日清丸・日昇
丸・日侑丸

2便/週
2便/週
1便/週
1便/週

プリンス海運(株) 苅田～神戸～横浜本牧～（追浜）～神戸～苅田～追浜～神戸 デイブレイクスベル 2便/週

■ 苅田港の取扱貨物等の概要
・ 定期航路

苅田港

（出典）商船三井フェリーHP （出典）プリンス海運HP

プリンス海運（ﾃﾞｲﾌﾞﾚｲｸｽﾍﾞﾙ）

日藤海運（日清丸）

商船三井フェリー（ぶぜん）

トラック160台
乗用車220台

商用車600台
トレーラ50台

商用車804台
トレーラ113台

航路図

シャーシ

投入船舶

（出典）日藤海運HP

日藤海運（日侑丸）

商用車900台
トレーラ52台

船舶にシャーシのみ
を搭載し海上輸送

【シャーシ輸送】
シャーシ輸送は無人航送となるため、トラックドライバー不足や高齢
化等、将来的な輸送力不足への対応にも資するもの



1位 北九州, 

2,044 , 33%

2位 中津, 

1,693 , 28%

3位 苅田, 

1,073 , 18%

4位 博多, 485 , 

8%

5位 西之表, 388 , 6%

6位 鹿児島, 264 , 4%

7位 名瀬, 105 , 2% 8位 大分, 12 , 0%

その他, 36 , 1%

1位 苅田, 4,785 , 98%

2位 博多

93 , 2%

3位 北九州, 25, 0%

その他, 2 , 0%

○九州北部には自動車メーカー大手４社の自動車製造工場が立地しており、国内全体の約２割に相当する、年間約154万台の生産
能力を有している。このうち２社の工場が苅田港の臨海部造成地に立地し、苅田港は九州最大の自動車生産拠点となっている。

○苅田港は、自動車部品の調達や完成自動車の出荷など、九州最大の自動車メーカーが利用する海上輸送拠点としての機能を果た
している。

日産車体九州
（2009年創業）

日産自動車九州
（1975年創業）

南港地区

完成自動車

岸壁(-10m) 岸壁(-7.5m)岸壁(-10m)

自動車運搬船

RORO船

九州の港湾の完成自動車の輸出量

苅田港南港地区の整備と利用状況

移入
量計
4,904
千ﾄﾝ

九州の港湾の完成自動車の移出量 九州の港湾の自動車部品の移入量

1999年供用

九州の自動車生産基地(組立工場)

福岡県
苅田町

大分県
中津市

福岡県
宮若市

日産自動車九州
日産車体九州

ﾀﾞｲﾊﾂ自動車
九州

中津工場

ﾄﾖﾀ自動
車九州
宮田工場

生産能力
約65万台

生産能力
約46万台

生産能力
約43万台

1973年供用

2022年

臨海部造成
1986年完成

（出典）福岡県HP「北部九州自動車産業アジア先進プロジェクト（2021.9）」

注）経済産業省「生産動態統計年報」

■ 苅田港の主な物流機能
・ 九州最大の自動車メーカーが利用する海上輸送拠点

（出典）港湾統計2021年

移出
量計
6,100
千ﾄﾝ

1位 博多

4,144 

62.2%

2位 苅田

2,359 

35.4%

北九州,138 , 2.1%

伊万里,  14 ,  0.2%

その他, 5 , 0.1%

輸出
量計
6,660
千ﾄﾝ

自動車運搬船



名古屋, 553,

8%

境泉北, 413, 6%

千葉県内諸港, 393, 6%

東京, 372, 5%

横浜, 312, 5%

尼崎西宮芦屋, 285, 4%

大阪, 276, 4%

その他, 4315, 

62%

1位 苅田,

6,919,22%

2位 徳山下松,

3,532,11%

3位 函館,

2,757,9%

4位 赤穂,

2,526,8%

5位 宇部,

2,466,8%

6位 須崎,

1,958,6%

7位 津久見,

1,830,6%

8位 大船渡,

1,508,5%

9位 姫川,

1,469,4%

10位 北九州,

1,393,4%

その他,5,483,

17%

○苅田港の臨海部には、国内最大の生産能力を有するセメント企業をはじめ、関連企業が立地・集積している。

○セメント原料の調達やセメント製品の出荷は、主に苅田港本港地区の岸壁が利用され、そのセメント移出量は、国内港
湾でトップシェアであり、関東地方、近畿地方などの全国各地へ供給されている。

○苅田港は、国内最大級のセメント生産基地の海上輸送拠点としての機能を果たしている。

UBE三菱セメント 九州工場

苅田港本港地区の整備とセメント関連企業の状況

UBE三菱セメント
苅田セメント工場麻生セメント

苅田工場

移出量計
31,841
千ﾄﾝ

苅田港からのセメントの移出先

国内港湾のセメントの移出量

太平洋セメント
苅田サービスステーション

松山

本港地区

合計
6,919千トン

苅田港のセメント生産工場では、九州・瀬戸内地方からの廃棄物等を受入れ、セメント生成過程で処理しており、循
環型社会形成に貢献

松山

■ 苅田港の主な物流機能
・ 国内最大級のセメント生産基地の海上輸送拠点

（出典）港湾統計2021年

（出典）セメント協会HPより

岸壁(-10m)

セメント運搬船

国内最大の生産能力


